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○ 新潟県には防災・減災に関する知見、商品開発技術な
ど豊富な資源が蓄積する一方、個別企業や個別の研究
に留まり、産業の深み等、県全体の魅力が発信できてい
なかったことを踏まえ、以下取組を展開

【防災関連商品への支援】

・商品開発や販路開拓を研究会の活動等により支援(NICO)

【連携の枠組づくり】

・個別企業の支援に限らず、産学官連携によるネットワークを形成

・防災・減災に関する研究や企業等の情報発信、プラットフォーム構築

【新たなビジネスの創出】

・先駆的研究やプロジェクトのビジネス化

・防災ニーズによる新規プロジェクト組成や商品・技術開発の促進

これまでの取組等

重点施策の方向性

○ 新潟県の防災産業が防災分野の国内シェアトップに
○ 様々なプレーヤーが防災拠点の新潟県に集積
○ 新潟に集積した組成したプロジェクトや新潟の取組を産
業群として国内、海外へ展開

○防災に係る新たなプロジェクトが次々組成

構想

国内
展開

海外
展開

・にいがたモデルの国内標準化
・防災関連の産業集積

・県防災産業の海外展開
・国際会議、展示会等の誘致

「防災産業クラスター」プラットフォーム

高齢者支援
ビジネス

スマート
サプライＥＣ

災害時の
食の検討

ｅｔｃ

産学官連携のプロジェクト組成

継続的な価値提供

企業
研究
機関

自治体

新潟県：防災拠点

etc

様々なプレーヤーが参入

新たなプロジェクト組成 拠点としての優位性と地位を確立県内外への訴求、発信

○ プラットフォームを推進母体に、国や企
業、自治体の幅広い参加を促し、大
学・研究機関が持つ知見や技術等を
活かした新たなビジネス創出を加速

○ 検討会、企業のマッチング等の機会
創出により、プロジェクトや分科会の組
成を支援

○ 拠点で創出された新たなプロ
ジェクトの県内外への訴求に向
け、新たな販路を開拓

〇 県内外のイベント等でプロジェク
トの発信を行い、連携を強化

〇 国内外の会議等で取組をPRし、
様々なプレーヤーを県の防災拠
点に取り込むことで、さらなる防
災産業の集積を図る

○ 防災産業の拠点として、防災
分野をリードする

建設業
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ビジネス創出に係る方向性

●産学官連携により、14プロジェクトを組成（一部は商品化）

主な開発商品 メンバー 内容

ウォーターチェンジャー 長岡技術科学大学・ユニトライク㈱ など 微生物を使った水再生装置

トイレカー RE:BIO ㈱ニットク・ユニトライク㈱ など 手洗い水を循環する節水型トイレカー

スマートサプライEC
NPO法人コメリ災害対策センター・
（一社）スマートサプライビジョン など

過去の災害知見データを活かし、災害未経験者で
もオンラインで簡単に発注できるECサイト

にいがたパッケージ ホリカフーズ㈱・サクラパックス 県内企業の災害食を中心としたパッケージ商品

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

36 96 150 215 238 245

＜プラットフォーム年度別登録者数推移＞

製造 卸売・小売 情報通信 建設 その他

71 33 25 15 94

＜プラットフォーム業種別登録者数＞

今後の方向性

●登録企業の裾野を拡大し、多様な防災関連の課題解決に繋がるプロジェクトに取り組む
例）・スノーテック・イノベーション など

多様な業種がプラットフォームに存在することが、新たなビジネス創出につながる

これまで

●プラットフォーム「にいがた防災ステーション」を設置し、産学官連携のネットワークを構築
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●販路開拓の場の拡大、効果向上
・首都圏向け展示会における発信力向上
・自治体マッチングの参加自治体拡大

●首都圏向け展示会に出展（R3年度～）
【R3～R5年度】 ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの会員獲得と企業商品展示（来場者対応は事務局）
【R6年度～】 企業担当者が来場し、直接商談を実施

●自治体と企業のマッチングイベントを実施（R4年度～）
・自治体における会員企業の商品導入を促進

《商談状況（R6年度～）》
○商談件数：47件
○成約件数：13件

民間・自治体ともに、防災というマーケットに対し、販路開拓の余地が存在

県内事業者が製造した備蓄品割合が低調
・自治体発注先において、県外商品の割合が多くなっている。

今後の方向性

これまで
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にいがた防災ステーションを活用して商品化～社会実装に繋がった『ウォーターチェンジャーⓇ』や『ブレーカーキット』の
取組が評価され、日本オープンイノベーション大賞並びに文部科学大臣表彰科学技術賞を受賞しました。

ウォーターチェンジャー

ブレーカーキット



種別 種別 名称

プロモーション

展示会
（BtoB）

新潟大会 展示商談会（県併催イベント）

2026

103回 東京インターナショナルギフトショー2027春

自治体マッチング
（BtoG）

防災関連イベント
（BtoC）

2026

プロジェクト組成 ×防災セミナー（仮称）

２ 令和８年度取組（一覧）

※上記については現時点の案であり、今後変動する可能性もあります。

種別 時期 名称 内容

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

R8.6
【新】ASPACにいがたEXPO出展
（県併催イベント）

ASPACの開催に合わせた本県の併催事業として
開催する県産品の販路開拓を目的とした展示商
談会に出展し、海外への販路を開拓

R8.9 危機管理産業展2026
国内最大規模の防災展示会で会員企業の商品
ＰＲを行い、新たな販路を開拓

R9.2
第103回 東京インターナショナル
ギフトショー2027春

国内最大規模の総合トレードショーで会員企業の
商品ＰＲを行い、新たな販路を開拓

未定
【拡】自治体向け

防災資機材マッチングセミナー
市町村防災担当者などに対する会員企業の
プレゼン・商品展示を実施

ビ
ジ
ネ
ス

創
出

R8.5～ スノーテック・イノベーション
雪害対策に関する調査分析を実施するとともに、
企業・大学・自治体などの関係者を集めた検討会
を開催し、新技術・新商品開発を促進

R8.9 企業・大学マッチング
大学の研究シーズなどと企業の技術を結び付ける
マッチングを実施
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R6.7.30 産業労働部産業政策
課
R8.2 産業政策課7ASPACにいがたEXPO



※搬出入などのルール等については、「ASPACにいがたEXPO」出展者説明会開催において配布された「ご出展の手引き」
を参照してください。

にいがた防災ステーションブース

ASPACにいがたEXPO 8



至 食・酒エリア 至 モノ・サービスエリア

ASPACにいがたEXPO 9



R8.4 創業・イノベーション推進課

危機管理産業展2024 ギフトショー春2026
会期：R6.10.9（水）～11（金）
会場：東京ビッグサイト

会期：R8.2.4（水）～5（金）
会場：東京ビッグサイト

首都圏向け展示会（危機管理産業展・ギフトショー）

※危機管理産業展2026については、近日中に出展募集を開始予定です

10


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10

